
　

・ゴミの分別ルール 　　　　　　　　　・商品ラベルや案内表示

・自転車などの交通マナー 　　　　　　・夜間の生活音（団地など）

・地域や学校でのコミュニケーション　 ・病院や役所での説明

③みんなに伝わる！

7/1(水)

9/18(金)

~14:00

応募方法

①オンラインフォーム

こちらのQRコードからご提出ください↓

②紙での手書き

応募用紙に記入のうえ

下記の場所に提出してください

応募用紙・提出BOX設置場所

・市役所市民協働推進課窓口

・だんだんテラス

募集対象

八幡市、多文化共生に

関心のある方であれば

どなたでも応募可能です◎

募集テーマ

生活ルールに関するもの
★下の《八幡市で聞いた！“わかりにくい”場面》を参考にしてみてください★

応募期間

○ピクトグラムって何？

文字を使わずに絵で伝えるサイン

八幡市

ピ ク ト グ ラ ム

みんなでつくるみんなでつくるみんなでつくるみんなでつくる

コンテスト

2026

①パッと見て伝わる！ ②小さくても見やすい！

・一瞬で意味が分かる

・誤解されにくい

・シンプルな形

・遠くからでも見つけやすい

・形がはっきりしている

・ごちゃごちゃしていない

・言葉が分からなくても理解できる

・年齢や文化が違っても使いやすい

・実際の生活で役立つ

○優秀作品は表彰し、

　副賞を進呈します！○八幡市で聞いた！“わかりにくい”場面

市長賞

ＵＲ団地マネージャー賞

主催：関西大学　高橋秀彰ゼミ 共催：
問い合わせ：八幡市政策企画部市民協働推進課

電話： 075-983-5749　（平日9:00～16:30）

漢字だと

わかりにくい...

もっと身近な場所に

目印がほしい！

言葉がなくても

伝わる案内がほしい

私たちの想い

八幡市には、たくさんの多文化背景をもつ住民が暮らしています。

外国出身の住民が生活の中で『分かりにくい』と感じていること。

地元住民が『知っておいてほしいな』と思っていること。

言葉や文化が違っても、

みんなが笑顔で暮らせる多文化共生のまちを目指して、

言葉に頼らないピクトグラムをみんなで一緒につくりませんか？

皆さんの素敵な作品を楽しみにしております！

八幡市をもっと暮らしやすく！

みんなの『リアルな声』からピクトグラムを作ろう

応募方法は2種類！お好きな方法でご応募ください

八幡市、　独立行政法人都市再生機構　西日本支社

など！

受賞作品はＵＲ都市機構や八幡市の公式LINEでお知らせします！

UR男山団地公式LINE『UR男山団地みんなの掲示板』では、

本イベントをはじめ、男山地域のイベントやコミュニティ活動に

関するお知らせをお届けします。

QRコードから、ぜひこの機会にご登録ください！

ＵＲ都市機構は

こちら⇒
八幡市はこちら⇒

※Googleアカウントへのログインが必要です。
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